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【手続補正書】
【提出日】平成20年1月28日(2008.1.28)
【手続補正１】
【補正対象書類名】特許請求の範囲
【補正対象項目名】全文
【補正方法】変更
【補正の内容】
【特許請求の範囲】
【請求項１】
呼吸ガス源、
熱を、該源からの呼吸ガス流と交換するように構成された熱交換器、
微細氷粒を呼吸ガス流中に導入するように構成された氷粒生成装置、および
微細氷粒を含む呼吸ガス流を患者に供給するように構成された呼吸インターフェイス
を備えることを特徴とする治療的低体温誘導装置。
【請求項２】
前記呼吸ガス源は、機械式呼吸装置を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項３】
前記呼吸ガス源は、環境空気を前記装置へ供給するように構成された機械式呼吸装置を含
むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項４】
前記呼吸ガス源は、圧縮呼吸ガスの供給源を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置
。
【請求項５】
前記圧縮呼吸ガスは、酸素およびヘリウムを含有する混合物を含むことを特徴とする請求
項４に記載の装置。
【請求項６】
前記圧縮呼吸ガスは、酸素および六フッ化硫黄を含有する混合物を含むことを特徴とする
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請求項４に記載の装置。
【請求項７】
前記氷粒生成装置は、水源と、水の微細液滴を呼吸ガス流中に導入するための噴霧装置と
を含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項８】
前記氷粒生成装置は、食塩水源と、食塩水の微細液滴を呼吸ガス流中に導入するための噴
霧装置とを含むことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項９】
前記噴霧装置は、超音波噴霧装置であることを特徴とする請求項７に記載の装置。
【請求項１０】
前記氷粒生成装置は、水を、噴霧前に冷却するための冷却装置を含むことを特徴とする請
求項７に記載の装置。
【請求項１１】
前記熱交換器は、前記源からの呼吸ガス流を、選択的に冷却または加熱するように構成さ
れたことを特徴とする請求項１に記載の装置。
【請求項１２】
患者の体温を測定するための温度センサーを含むことを特徴とする請求項１に記載の装置
。
【請求項１３】
患者の測定された体温に基づいて、前記装置の運転を制御するためのフィードバック制御
装置を含むことを特徴とする請求項１２に記載の装置。
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